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出 張 報 告 
 

出張先： 米国 Virginia 州 Alexandria 市 Westin Alexandria Oldtown ホテル  

（NSPE 本部ビルが改装工事中ということで本部近くのホテルが会議場となった） 

 

出向き者： PE0151 川村武也 （前会長、NSPE 会員） 

 

旅程： 2020/1/23 午前 成田空港出国 （NH002 便） ⇒ ワシントンダレス空港入国 

1/23 から 26 までバージニア州アレキサンドリア市に宿泊し、NSPE 理事会に出席 

1/27 ワシントンダレス空港出国 （NH001 便） ⇒ 1/28 午後 成田空港帰国 

 

1. 背景 

 2018 年 7 月の NSPE 新会員制度（new member/business model）発効以来、JSPE 会員に到来するようにな

った NSPE 倍額会費請求の問題（従前 154 ドル/年から現行 299 ドル/年へ）について、川村が会長在任中は

先方エイトキン会長に問題意識を伝え、2019 年 3 月の NSPE 理事会においては米国外会員の会費を従前額

に戻す案も審議された。 

しかし、NSPE 内の諸事情から現在にいたるまで倍額請求は続いており、昨年 11 月末には先方ゴールデ

ン事務局長から当面会費減額の見込み無しとのメール連絡もあった。 

 川村としては、倍額会費の状態が持続してしまうと、2001 年に結んだ協定（JSPE NSPE affiliation 

agreement）の規定「JSPE 会員が NSPE 会員になるよう努める」が有名無実となる危機的状況であるとゴール

デン事務局長および JSPE 理事会の双方に 12 月来訴えを行ってきた。 

 そして、12 月中旬にゴールデン事務局長の出席許可、1 月 18 日に JSPE 理事会の出張了解を得た上で、

NSPE が 1 月 24 日と 25 日の両日アレキサンドリア市で開催した理事会(BOD: Board of Directors meeting)

に川村が出席してきた。 

 

2. NSPE 側の本件の扱い 

 今回の 1 月 BOD は、全米に散らばる NSPE 理事全員が参集する年に数回の貴重な会合である。にもかか

わらず、資料 1 に示すように本件を主要議題の一つとして位置付け最長 2 時間程度の枠を取って頂いた。 

 出席者は以下の通り。 

 

NSPE BOD のメンバー 居住州 連絡先 

David Martini, PE, FNSPE  President ミネソタ dmartini-nspe@bolton-menk.com 

Tricia Hatley, PE, FNSPE  President-Elect オクラホマ triciahatley@sbcglobal.net 

Michael Aitken, PE, FNSPE  Immediate Past 
President 

コロラド mea@meacei.com 

Rick Guerra, PE, FNSPE  Vice President テキサス rguerra@guerra.com 

Susan Sprague, PE, FNSPE  Treasurer ペンシルバニ

ア 

 

James Buggs, PE, FNSPE  Director, Central 
Region 

  

Matthew Kruse, PE, PTOE   Director, North 
Central Region 

  

David McCullough, PE, FNSPE, PTOE Director, 
Northeast Region 

  

Carlos Gittens, PE, FNSPE  Director, Southeast 
Region 

サウスカロラ

イナ 

carlos_gittens@kci.com 

Zia Yasrobi, PE  Director, Southwest Region ワイオミング zia@y2consultants.com 

Craig Sisco, PE, FNSPE  Director, Western & 
Pacific Region 

  

Shannon Looney, PE, FNSPE   Director, 
Membership at Large 

テネシー shannon@gemitcellco.com 

Randal Braker, PE  Director, Interest Group テネシー rbraker@druc.org 

Dennis Irwin, PE, FNSPE, PhD   Director,   
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NSPE BOD のメンバー 居住州 連絡先 

Interest Group 
Bregger Garrison, PE   New Professionals 
Director 

  

Kasey Anderson, CAE  SSEC President テネシー kanderson@tnec.org 

Harvey Hnatiuk, PE, FNSPE  President, NSPE 
Educational Foundation  

  

Curtis Beck, PE, FNSPE  Chair NICET Board of 
Governors 

ハワイ curtbegood@gmail.com 

Mark Golden, CAE, FASAE   Executive 
Director and CEO 

ワシントン

DC 

mgolden@nspe.org 

Mary Ann Cannon  Staff Liaison ワシントン

DC 
 

Kelly Gull  Staff Liaison ワシントン

DC 
kgull@nspe.org 

Erik Schonher, MBA  Staff Liaison ワシントン

DC 
 

 

 

3. 川村プレゼンに対する NSPE 側反応 

 川村が用意した資料“History of Partnership between NSPE and JSPE”(TK20-002)により次のことを訴え

た。 

- 2001 年に Affiliation Agreement を締結して以来総会相互参加等の交流実績を積み重ねてきた 

- 2001 年の協定締結の目的は日本に PE 制度を普及させるためであったが、まだ道半ばであること 

- JSPE 役員 12 名のうち 4 名が NSPE 会員となっており 299 ドル払っているが、州協会には加入できてい

ない事。また各人とも NSPE における議決権等は特に求めていない事 

- 299 ドルという金額は JSPE 会費 12000 円の約 3 倍に相当すること 

- 例えば、住所が日本となっている NSPE 入会希望者には、現在のように自動的に National のみへ誘導

するのではなく、National + Stateに属するLicensed Memberか、Nationalのみの Extranational Member

かを選択できるようにできないかという一案。更に後者は JSPE 会員に限定とできないかという一案。 

- なぜ日本で米国 PE 制度が重要視されているかの歴史的背景の説明。および現在進行しつつある技術

士法改正、技術士の国際通用性拡大の検討は、米国PEにとって日本で業務を行う機会拡大ともなり得

ることの紹介。および JSPE はその橋渡し役を務められるということの強調。 

 

資料は投影だけでなく紙でも配布したが、ゴールデン事務局長が特に食い入るように見ておられた。プレ

ゼンが終わるとともに出席者との間で次の質疑が行われた（注：川村の記憶なので正確でない可能性もあ

り）。 

 

（ゴールデン） NSPE 会員となっている JSPE 理事 4 名がどの州協会にも加入できていない点は早急に調査

して対処する 

（ルーニー） JSPE を Integrate State と同様の扱いにはできないのか 

（ゴールデン） 法的な問題、課税処理の問題などもありそれは難しい 

（エイトキン） JSPE を associate group と位置付けて会費減額とする案を総会に諮るとどんなことになるか 

（ゴールデン） いろいろクリアしないといけない課題もあるが、手順を踏んで成案を出せば、承認される可能

性はあるだろう 

（ルーニー） associate group となっている団体は現在どれだけあるのか 

（ゴールデン） 一つだけだ （川村注：それが韓国だとは言及されず） 

（エイトキン） マティーニ会長が 6 月の JSPE 総会で出席する予定なので、その時までに何らか成案を作って

いこうか 

（マティーニ） 了解 

（ヤズロビ） ワイオミングでは CPD 基準が厳格で 1Hr 分獲得するのに数 100 ドルかかることも普通。NSPE

は会員に無料 CPD 15Hr を提供しているのだから 299 ドルなんて安いものだ 
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（川村） JSPE 会員が登録するオレゴン、テキサス、デラウエアなどは JSPE が発行する CPD も受け付けてく

れるので、JSPE 会員にとって NSPE の無料 CPD が必ず必要という訳ではない。（NSPE が提供する他

のサービスを重視する会員もいる） 

（不明） JSPE 会員は NSPE 内での議決権を求めていないといっても、米国 PE ライセンスは保持しているの

だから、NSPE 内での議決権は保有しておくべきだろう 

（ゴールデン） 論理的にはその通りだが、日本にいる NSPE 会員が議決権を行使する機会は実質的にない 

 

 質疑終了後はマティーニ会長から川村に対し、プレゼントが手渡されるという丁重な扱いを受けた（川村よ

り翌日予備の手土産をマティーニさんに手渡し済）。 

 次のセッションに移って後も数名の理事から、JSPE との関係について初めて知ったことも多く参考になった

との声を聴いた。 

 

 
BOD の様子 

 

 

4. 今後の進め方 

 2 月 6 日付で NSPE 会員ページに掲示された BOD 議事録（資料 2）にも現れているが、プレゼン実施した当

人としては、NSPE 側も一定の危機感を持って JSPE と新たな association agreement を結ぶ具体的検討に進

んでいくように感じた。 JSPE としては基本的に受け身でよいが、留意すべき事項を後日まとめて別途連絡

する。 

 なお、川村自身の NSPE 会員更新を BOD 終了後の 1 月 26 日に実行し 299 ドルをやむなく支払った。そこ

でもやはりいずれの州協会にも加入できなかったので、ケリー秘書を通じてオレゴン州 PE 協会へ加入したい

旨を伝えた（2/3 現在でまだ未加入） 

 

5. BOD において議論されていたその他の事項 

 今回の BOD では、他にも約 10 件、計 400 ページほどの資料投影が行われていたが、JSPE にも関係があ

りそうな話題は次の通り。 

1) NSPE 会員数は現在約 32,000 人。うち約半数が在会 40 年以上の永年無料会員(life member)ということ

で、会費 299 ドルを払っている会員数は約 16,000 人。別に報告されていた年間予算では会費収入が 240

万ドルということなので、16,000 人で割ると 150 ドル/人ということになる。つまり、NSPE 本部は一人 299

ドル徴収しても半分はすぐ州協会に渡してしまうということのようだ。 

2) 同じ Alexandria 市内の別の場所に本部を構えている SAME (Society of American Military Engineers)が
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今年創立 100 周年を迎えるのを機に、NSPE が所有する本部ビルの 1F に近々移転入居するらしい。横

田、那覇の SAME 会員と交流する際の話のねたとなりそう 

3) 昨年 Code of Ethics のⅢ1f 項として 「差別なきこと」を追加したことや、FE 受験者のマイノリティ比率が

40%に達していることを踏まえ、次期会長ヘイトリーさんが掲げる活動目標には「理事等の多様化率も40%

を目指す」との一文を入れようとしている。NSPE 理事は現状オール白人なので、この点でも JSPE からの

出席要望が受け入れられたのかもしれない。 

4) NSPE 入会を勧める新しいパンフレットやウエブコンテンツが次々と発行されている （別途報告） 

5) 5 つの州が NSPE との Non Integrate であることは知っていたが、アイオワ州協会（Iowa Engineering 

Society）にいたっては Non Integrate 協定をも拒否して NSPE との関係が断絶している模様。bylaw 上は

アイオワ州に新たに associate group を立ち上げることも可能な状況ともいえ、今後 JSPE との間で

associate agreement という話が具体化した場合、アイオワの扱いが浮上することもあり得るか。 

6) サウスカロライナ州の理事（ジッテンスさん）からは、Non Integrate のフロリダ、ミシシッピを含む南東地区

において新会費設定後の会員数減が特に顕著である苦境が報告されていた 

 

 

以 上 
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資料 1.  NSPE BOD Agenda 抜粋 

 

 

 
 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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資料 2.  NSPE BOD Minutes 抜粋 
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